
健康・医療・福祉 

●生活保護等について 

Ｑ． 

国は生活保護に力を入れていますが、物価の高騰で保護生活が苦しいです。生活保護の

基準を上げるよう国へ訴えてください。 

新潟市は 5 万円の給付金を既に配っているようであり、上乗せもしていますが、新発田

市はまだ配っていません。 

庁舎トイレの生理用品の備えは素晴らしい気配りです。手洗い場所にアルコール消毒を

置いてくれると嬉しいです。 

 

（令和 4年 11月受付） 

 

 

 

Ａ． 

 最近の食料品をはじめとする、日常生活用品の 高騰や光熱水費の値上げが、生活を圧迫

していることを私も実感しております。 当市も、この状況をふまえ、生活保護世帯や住民

税非課税世帯の皆様に対して、１２月に「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金」

として、1 世帯当たり５万円を給付いたします。間もなく お手元に通知が届くと思います

ので、少しでも生活の経済的負担が解消されるよう願っております。また、今後も何かお

困りの際は、遠慮なく、担当のケースワーカーへご相談ください。 

 次に、生活保護費の引上げの国への要望につきましては、生活保護世帯と一般世帯の生

活実態について、比較や十分な調査を行ったうえで、適切な水準を維持するよう、必要に

応じて国へ要望してまいりたいと考えております。 

 次に、ヨリネスしばたのトイレにつきまして、日頃から皆様に気持ちよく御利用いただ

くため、常に清潔に保つよう指示しているところですが、この度はお褒めの言葉をいただ

きありがとうございます。 昨今、「生理の貧困」が社会問題となっていることから、当市

でも今年の６月から ヨリネスしばた及びイクネスしばたのトイレに生理用品を設置いた

しましたので、お困りの際はどうぞ御利用ください。手洗い場へのアルコール消毒の設置

につきましては、現在、ハンドソープを設置しておりますので、アルコール消毒を設置す

る予定はありませんが、アルコール消毒については、北口及び南口の出入口や各階のエレ

ベーター前に設置しておりますので、御利用をお願いいたします。 

 

（令和 4年 11月 25日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 

 



健康・医療・福祉 

●コロナウイルスの件 

Ｑ． 

市内のコミュニティセンターで体操をしています。前はコロナの情報を見て体操教室を

休みにしたりしていたのですが、今は情報が無いのでとても不安です。年齢が 75歳前後の

方が多いのでやってよいのか悪いのか迷っています。あんしんメールに情報を入れていた

だくとうれしいです。 

 

（令和 4年 11月受付） 

 

 

 

Ａ． 

 コロナ禍に負けず、コミニティーセンターで感染防止対策を徹底して、自主的な体操教

室を実践いただいているとのこと、まさに、新発田市が目指す「健康長寿のまち しばた」

に向けた取り組みであり、心より感謝申し上げます。本当にありがとうございます。 

 これまで市では、市内の感染者数を「新発田あんしんメール」により、毎日、お知らせ

しておりましたが、９月２６日から、国が感染者の把握を簡略化方式に切り替えたことに

より、新潟県でも県内市町村別の感染者数を公表する方式から、年代別感染者数のみに変

更しました。このため、市でも感染者数を把握できなくなり、市内感染者数の毎日のお知

らせから、感染者が急拡大した際など、重要な局面時にあわせて関連情報をお知らせする

方針へと変更しております。 

 感染者情報が無いために、体操教室の開催判断に苦慮されているとのことですが、現時

点で、新潟県または新発田市が市民の皆様の行動制限をすることはありません。ウイズコ

ロナ時代に合わせ、市では手指消毒や検温、換気の徹底や密にならない工夫などをしてい

ただき、少しでも多くの日常活動を再開する、または、継続したいと考えており、各種事

業・イベントなどの開催にも、現在、取り組んでいるところです。 

 そうは申しましても、「今週はどうしたものか」と少しでもお悩みの時があれば、いつで

も健康推進課感染症対策担当にご相談ください。ぜひとも、健康長寿の取組「運動教室」

を安心・安全に続けていただくお手伝いをしたいと考えています。 

 

（令和 4年 11月 27日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 


